
問合せ先 

環境経済局 産業支援課 

直通電話 042-707-7154 

 

【産学官金×広域連携】 新たなビジネス機会の創出を目指し 

「南西フォーラム」を開催します 

 

１ 日 時  

  令和４年１１月８日（火）午後４時００分から午後６時３０分まで  

２ 内 容 

  ・基調講演 

・事例発表 

※閉会後に名刺交換会を予定しています。 

※詳細は、別紙を御参照ください。 

３ 場 所（会場） 

  青山学院大学 相模原キャンパス 

  （相模原市中央区淵野辺５－１０－１） 

４ 定 員 

  １５０名（先着順） 

５ 参加費 

  無料 

６ 申込方法 

参加に当たっては当サイト内の申込フォームよりお申し込みください。 

（https://industry.city.sagamihara.kanagawa.jp/nansei-forum/）をご覧ください。 

    
 

令和４年１０月２１日 

相 模 原 市 発 表 資 料 

 

平成１６年度から、企業・大学・金融機関・行政機関等が行政区域を越えて集い、中小企業の

新技術・新製品開発や新分野への進出などにつながる新たな連携を生み出すための広域交流

の場として、南西フォーラム（首都圏南西地域産業活性化フォーラム）を毎年開催しています。 

 

昨年度は休止しましたが、本年度は、国内の脱炭素に向けた動きが加速していることから、カ

ーボンニュートラルの実現に向けた国のビジョンや大学・企業における取組事例を紹介し、新た

なビジネスチャンスの創出に繋げることを目的に、３年ぶりに会場で開催します。 

令和元年度に開催された南西フォーラムの様子 

https://industry.city.sagamihara.kanagawa.jp/nansei-forum/


44th

相模原商工会議所、町田商工会議所、城山商工会、津久井商工会、相模湖商工会、
藤野商工会、（公財）相模原市産業振興財団、町田市、
多摩高度化事業協同組合、（株）町田新産業創造センター、
神奈川県中小企業団体中央会、（株）さがみはら産業創造センター

協　　力：

デザイン制作：KOZAKIKAKU Inc.

PROGRAM

「新幹線再生アルミの利用と企業連携について」

応用バイオ科学部 
応用バイオ科学科
准教授 

神奈川工科大学

「BIPVの進展に向けた太陽光発電研究の最前線」
理工学部
電気電子工学科
准教授

青山学院大学

産業技術環境局
環境経済室
企画官

経済産業省

　カーボンニュートラルの実現に向け、国内の
脱炭素に向けた動きが急激に加速しつつあります。
　こうした時代の変化を、新たな成長の機会と
考え、積極的に取り組む必要があります。
　今回のフォーラムでは、カーボンニュートラル
の実現に向けた国のビジョンや大学の研究・
企業における取組事例を紹介することで、新たな
ビジネスチャンスの創出に繋げることを目的に
開催します。



申込方法

44th

PLOFILE

【略歴】
1991年芝浦工業大学工学部土木工学科卒業後、東海旅客
鉄道株式会社入社。 東海道新幹線品川駅新設、東京駅
中部高架橋改築、中央新幹線建設計画等の大型プロ
ジェクトに携わり、2015年以降、静岡県内の高架下開発
を皮切りに商業開発の道を歩み、2020年開業の東京駅
八重洲口「東京ギフトパレット」において「新幹線再生アルミ」
を開発後、同年より現職。 現在、新幹線再生アルミの商品
化と、橋本のリニア駅周辺開発検討に取り組んでいる。

会　場 青山学院大学 相模原キャンパス E 棟2 階 201教室
住　所 神奈川県相模原市中央区淵野辺 5-10-1
交　通 JR 横浜線「淵野辺駅」北口より徒歩約 7分

至八王子 国道16号 至横浜

至町田北口

南口

JR横浜線「淵野辺」駅

青山学院大学
相模原キャンパス

正
門

E棟 2 階
201教室
E棟 2 階
201教室

【個人情報の取り扱いについて】

【新型コロナウイルス感染防止対策について】

お問合せ先：首都圏南西地域産業活性化フォーラム事務局

【略歴】
2003年博士（工学）（奈良先端科学技術
大学院大学）。 シュツットガルト大学（独）
博士研究員、トレド大学（米）博士研究員、
シャープ株式会社、奈良先端科学技術大
学院大学物質創成科学研究科 准教授を
経て、2020年より現職。
太陽光発電やエネルギーハーベスティング
技術を主に研究。

【略歴】
2004年に経済産業省へ入省。 資源エネ
ルギー庁調査広報室や日本貿易振興機構
ドバイ事務所、在イラク日本大使館や
中小企業庁財務課、国土交通省インフラ
システム海外展開戦略室への出向などを
経て2021年4月から現職。 現在は地球
温暖化対策法、Ｊ－クレジット制度、カーボン
ニュートラルに向けた中小企業政策等を
担当している。

【略歴】
1999年京都大学大学院農学研究科を修了後、王子
製紙㈱（現王子ホールディングス）入社、バイオマス資源
からの有用物質の生産や、生物学的手法を用いた紙・
パルプ製造時の省力化・省薬品化の研究開発に従事。
2010年にThe University of British Columbia（カナダ）
において、バイオマス資源から糖類を製造する酵素糖化
反応において、酵素反応効率を高める方法を見出した
研究成果によりPh.D.を取得。2014年から現職に従事し、
微生物を用いたバイオマス資源からのテレフタル酸や
イソプレンの製造の研究を実施している。


